
⑤重合：乾熱法、または湿熱法で重合。
この間にアドバストーンの強度は急激に
降下します。

①下蓋埋没：ロウ義歯が完成したら、作
業模型を下蓋フラスコにアドバストーン
で埋没。

⑥掘り出し：強度のおちたアドバストーン
は容易に壊れるため、床を傷つけずに掘り
出せます。この後、仕上工程に入ります。

②上蓋埋没：分離材を塗り、床と人工歯
部分にアドバストーンをていねいに盛っ
た後、ひきつづき全体を埋没します。

③流ロウ：アドバストーンの硬化を待ち、
通法により流ロウ。その後、分割したフラ
スコの石こう面に分離材を塗布し乾燥ます。

④レジン填入：餅状化させた床用レジン
を填入して試圧をします。アドバストーン
はプレス圧に充分耐え割れたりしません。

埋没用石こう

色調1色 = ライトイエロー
包装1缶 =18kg
　　 シンプルパック1函 =3kg

義歯埋没用石こうのパイオニア

埋没作業が劇的に変わります。



※色調は印刷のため、現品と若干異なることがあります。
※掲載の価格とジーシー研究所測定の参考データは、2010年00月現在のものです。
※価格は希望医院価格です(価格には消費税は含まれておりません)。
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硬石こう・超硬石こうによる
コーティングが不要になります。

焼石こうだけで埋没する場合と
同じ手軽さで、安全に作業てきます。

加熱されると強度が激減し
掘り出しが大変容易になります。

操作余裕が長いこと
保存性が良いことも特長です。

咬合器への模型装着にも
積極的にご利用ください。

アドバストーンは面が滑沢で、強度は焼石こうの約 2 倍。

精度は超硬石こうに匹敵しますからする焼石石こうの性

能を補う意味で行われていたコーティングは不要となり

ます。( グラフ② )

焼石こうだけによる簡略な埋没法も一部ては行われて米ま

したがアドパストーンに替えればレジン填入の際のプレス

圧にも安心。表面も、より滑沢に仕上ります。( グラフ② )

レジン重合のための加熱により、アドバストーンの強度は

急激に落ちます。従って、填入時には強く、掘り出し時には

壊しやすいのが特長。掘り出し時の床の損傷を防止します。

( グラフ③ )

焼石こうに較べ硬化反応が始めはユックリ、後では急速に

硬化するため、埋没操作を落着いて、ていねいに行えます。

また、吸湿性の低さが安定した保存をお約束します。

( グラフ① )

精度は超硬石こうに匹敵するほど高いので咬合器への模型

装着等にも最適な石こうです。しかも焼石こうの替わりに

使う埋没用石こうとしてコストも抑えました。

① ゆとりをもって埋没できる
アドバストーンは焼石こうより操作余裕時間
が充分あるため埋没をていねいに行える

②安心して填入が行える

アドバストーンの強度は焼石こうの約2倍。
レジン填入の際のプレス圧にも充分耐える。

③掘り出しが容易、しかも安全

アドバストーンは加熱により強度が太きく
落ちるため、床を壊すことなく、効率良く掘
り出せる .

アドバストーン
焼石こう
硬石こう
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